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今
回
の
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
対
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月
十
四
日
午
後
九
時
二
十
六
分
、
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
五
、

最
大
震
度
七
の
地
震
が
発
生
。
さ
ら
に
そ
の
二
十
八
時
間
後
の
十
六
日
午
前
一
時
二
十
五
分
に
は
、

同
じ
く
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
の
地
震
が
発
生
し
、
こ
の
地
震
で

も
最
大
震
度
七
が
観
測
さ
れ
た
。

当
地
宗
像
で
も
こ
の
地
震
に
よ
り
震
度
四
の
揺
れ
を
観
測
し
た
が
、
沖
津
宮
・
中
津
宮
・
辺
津
宮

と
も
異
状
は
無
く
、
被
害
は
な
か
っ
た
。

十
六
日
の
地
震
後
に
は
福
岡
県
神
社
庁
か
ら
震
災
支
援
の
要
請
が
あ
り
、
支
援
物
資
を
調
達
。

十
八
日
、
二
十
日
の
両
日
、
物
資
運
搬
の
た
め
神
職
数
名
を
現
地
に
派
遣
し
た
。
刻
一
刻
と
変
る
被

災
地
の
状
況
の
た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支
援
要
請
が
出
て
く
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
が
、
一
刻
も

早
く
復
旧
し
平
素
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
、
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。

ま
た
、
こ
の
地
震
で
は
、
当
大
社
内
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
認
識
の
甘
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
早

速
、
当
直
体
制
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
職
員
の
安
否
確
認
等
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
協
議
を
諮
り
、
各
人
、

危
機
管
理
対
応
の
重
大
さ
を
再
確
認
。
直
ち
に
再
整
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。

時
に
牙
を
剥
く
自
然
。
自
然
の
驚
異
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
熊
本
地
震
。
無
か
っ
た
事

に
は
出
来
な
い
。
一
人
一
人
が
ど
う
と
ら
え
る
の
か
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
何
が
出
来

る
の
か
、
行
動
し
、
復
興
へ
向
か
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
一
日
も
早
い
ご
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
八
年
熊
本
地
震
を
受
け
て

会百
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

この度の熊本地震で被災されました方々に衷心より

お見舞い申し上げますとともに、

一日も早いご復興をお祈り申し上げます。 宗像大社

神具・装束・授与品

令井肉
装束店
〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
フリーダイヤル 0120-075-980

授与品店
〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(oq40)32-2567

総合建築業

宗 大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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日
ー

曜
一

日
―日

一
5
四
月
十
三
日
、
早
春
の
玄
界
]
子
人
氏
（
宗
像
漁
業
協
同
組
合
二
の
長
久
万
歳
を
祈
念

月8
灘
の
天
然
初
物
若
布
を
賢
所
、
一
津
屋
崎
支
所
）
、
随
行
神
職
の
四
：
し
て
始
め
ら
れ
、
本
年

年

『
一
天
皇
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
同
名
が
宮
中
へ
参
内
し
、
恙
無
く
で
五
十
四
回
目
を
迎

妃
両
殿
下
、
三
笠
宮
殿
下
へ
、
藉
二
献
上
申
し
上
げ
た
。
一
え
た
。
秋
の
「
み
あ
れ

津
宮
司
、
廣
渡
均
氏
（
宗
像
漁
一
こ
の
皇
室
へ
の
若
布
献
上
は
、
」
祭
」
と
並
び
、
同
会
の

業
協
同
組
合
福
間
支
所
）
、
永
島
云
昭
和
三
十
八
年
の
「
宗
像
大
社
―
一
大
行
事
で
あ
る
。

t
i
.
—
＇
ー
―
-
海
洋
神
事
奉
賛
一
例
年
三
月
一
日
よ

●
式
一
会
」
設
立
に
際
し
、
一
り
地
島
沖
に
て
若
布
の
採
取
が
一
な
が
ら
規
定
の
量
を

事
株

献

”
”
H

宗
像
大
神
の
御
神
｛
開
始
さ
れ
る
が
今
年
は
寒
暖
の
｛
袋
に
納
め
、
献
上
の

社
日
徳
が
、
国
家
・
皇
こ
走
の
影
響
に
よ
り
、
生
育
が
遅
」
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

5
t
濁
本

令
〗

宗
ー
＇
ー
室
の
守
護
で
あ
る
：
れ
三
月
十
日
よ
り
採
取
を
行
っ
一
献
上
前
日
の
十
二

布
只
ほ

若
畠
こ
と
か
ら
、
皇
室
こ
に
。
状
況
が
悪
く
地
島
漁
協
の
[
口
午
前
九
時
五
十

の
御
安
泰
と
聖
寿
ニ
カ
々
も
大
変
苦
労
さ
れ
た
が
、
一
分
、
本
殿
に
て
若
布

歴
史
あ
る
献
上
若
布
を
」
献
上
奉
告
祭
を
斎
行

何
と
か
宮
中
へ
お
届
け
し
：
し
、
杉
箱
に
納
め
ら

よ
う
と
御
尽
力
さ
れ
、
濃
：
れ
た
若
布
を
持
ち
出

緑
で
磯
の
香
り
の
強
い
良
：
社
し
た
。
福
岡
空
港

質
な
若
布
が
採
取
さ
れ
二
で
は
献
上
者
を
は
じ

た
。
伝
統
的
な
技
法
で
：
め
、
例
年
若
布
を
運

奉
製
さ
れ
た
板
状
の
乾
丁
ん
で
い
た
だ
く
全
日

燥
若
布
が
、
三
月
二
十
三
二
令
空
輸
株
式
会
社
の

日
に
当
社
に
納
め
ら
れ
、
一
皆
様
が
参
列
し
、
当

神
職
・
巫
女
が
形
を
整
え
：
社
巫
女
よ
り
全
日
空

若布

— 
若
布
献
上

S

玄
海
灘
の
天
然
若
布
を
皇
室
に
献
上

s

---

本年の献上者、随行者（奥 4 名）

年
間
十
六
日
あ
る
我
が
国
の
祝
祭

日
、
そ
の
多
く
が
春
の
大
型
連
休

に
集
中
し
ま
す
。
な
か
で
も
五
月

五
日
は
「
端
午
の
節
句
」
。
端
は
「
は

じ
め
」
、
五
月
は
十
二
支
で
午
の
月
、
つ
ま
り

「
午
の
月
の
は
じ
め
の
午
の
日
」
の
意
で
、
の

ち
に
「
午
」
を
「
五
」
と
し
五
月
五
日
と
な
り
ま

し
た
了
奈
良
時
代
、
宮
中
の
行
事
と
し
て
こ

よ
も
ぎ
し
ょ
う
ぷ

の
日
に
蓬
や
菖
蒲
な
ど
で
厄
払
い
が
行
わ
れ
、

武
士
の
時
代
に
「
菖
蒲
」
と
「
尚
武
」
を
か
け
て

武
を
尊
ぶ
節
目
と
し
て
祝
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
、
鎧
や
兜
を
飾
る
の
は
そ
の
た

め
で
す
了
江
戸
時
代
に
は
身
分
を
越
え
て
男

子
の
成
長
や
立
身
出
世
を
祝
う
行
事
と
し
て

一
般
に
も
広
が
り
、
「
鯉
の
ぼ
り
」
も
そ
の
生

命
力
の
強
さ
に
あ
や
か
り
町
人
文
化
の
な
か

で
生
ま
れ
ま
し
た
マ
出
生
率
の
低
さ
が
先
進

国
の
な
か
で
最
も
高
い
水
準
の
日
本
。
地
方

で
も
核
家
族
化
が
進
み
、
三
世
代
が
―
つ
の

家
で
暮
ら
す
大
家
族
を
目
に
し
な
く
な
り
ま

し
た
。
社
会
構
造
含
め
様
々
な
要
因
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
が
、
大
型
連
休
最
終
日
は
ご
家

族
ご
一
族
で
、
子
供
た
ち
孫
た
ち
の
成
長
を

祈
り
ま
し
ょ
う
マ
ど
ん
な
方
に
も
人
生
の
上

で
記
念
す
べ
き
大
切
な
日
が
あ
る
よ
う
に
、

国
・
社
会
に
も
永
く
銘
記
す
べ
き
日
が
あ
り

ま
す
。
「
国
民
の
祝
日
」
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
意

昧
を
あ
ら
た
め
て
考
え
な
が
ら
国
旗
を
掲

げ
る
こ
と
が
、
少
子
高
齢
化
対
策
の
第
＿
歩

に
繋
が
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
幹
）
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客
室
乗
務
員
へ
の
手
渡
し
式
が
こ
帳
後
、
宮
中
三
殿
参
拝
の
栄
に

行
わ
れ
、
若
布
は
機
内
へ
運
ば
れ
云
伯
し
宮
中
で
の
献
上
の
儀
を
滞

た
。
ま
た
、
こ
の
便
に
搭
乗
す
る
：
り
な
く
お
え
た
。

方
々
に
は
、
当
社
よ
り
記
念
品
一
宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
赤
坂

と
し
て
干
支
の
縁
起
物
が
手
渡
こ
御
用
地
に
て
皇
太
子
同
妃
両
殿

さ
れ
た
。
ニ
ト
、
三
笠
宮
殿
下
へ
献
上
申
し

献
上
当
日
の
十
三
日
午
前
十
丁
上
げ
、
こ
こ
に
宗
像
大
社
並
び

時
、
坂
下
門
よ
り
宮
中
へ
参
内
。
こ
」
宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会

掌
典
長
楠
本
祐
一
氏
に
葦
津
宮
二
呑
の
重
儀
「
若
布
献
上
の
儀
」
を

司
が
若
布
献
上
の
旨
を
言
上
、
」
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

賢
所
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
献
一
尚
、
本
年
も
若
布
献
上
に
際

上
申
し
上
げ
た
。
宮
殿
に
て
記
了
し
、
格
別
の
御
支
援
を
賜
り
ま

し
た
出
光
興
産
株
式

会
社
、
全
日
本
空
輸
株

式
会
社
を
は
じ
め
、
関

係
各
位
に
は
紙
面
を
も

ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

子
供
達
約
一
五

0
名

は
午
前
十
時
、
宗
像

大
社
本
殿
に
て
お
祓

い
を
受
け
た
後
、
大

去
る
四
月
三
日
、
鎮
国
寺
花
こ
は
瑕
雲
棚
引
く
風
姿
を
観
ら
れ
、
：
社
か
ら
鎮
国
寺
ま
で
稚
児
行
列

ま
つ
り
が
行
わ
れ
た
。
一
こ
の
地
に
一
宇
の
寺
を
建
立
「
屏
：
を
行
っ
た
。
同
寺
で
は
住
職
に
よ

鎮
国
寺
は
、
大
同
元
年
]
風
山
・
鎮
国
寺
」
と
号
さ
れ
、
又
」
る
法
要
や
甘
茶
が
振
舞
わ
れ
、

（
八0
六
）
大
陸
よ
り
帰
朝
さ
れ
：
当
大
社
の
神
宮
寺
と
し
て
栄
え
二
丁
供
達
の
健
や
か
な
成
長
を
祈

た
弘
法
大
師
空
海
が
、
海
北
道
こ
に
名
刹
古
寺
で
あ
る
。
一
念
し
た
。

中
の
御
加
護
に
感
謝
の
意
を
捧
一
近
年
は
一
年
を
通
じ
四
季

げ
る
べ
く
、
先
ず
当
大
社
を
参
：
折
々
の
花
を
楽
し
め
る
名
所
と

拝
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
屏
風
山
：
し
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
花
ま

つ
り
」
は
、
桜
・
ツ
ッ
ジ
・

し
ゃ
く
な
げ
等
の
花
々

が
見
ご
ろ
を
迎
え
る
、

三
月
末
日
ー
四
月

二
十
八
日
ま
で
の
一
ヶ
月

間
、
宗
像
観
光
協
会
主

催
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

期
間
中
の
四
月
八
日
は
、

お
釈
迦
様
の
生
誕
を
祝

う
法
会
の
「
仏
生
会
」
に

あ
た
り
、
毎
年
こ
の
日

に
近
い
日
曜
日
に
稚
児

行
列
が
行
わ
れ
て
い
る
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
、
稚
児
装
束
を
装
っ
た

鎮
国
寺
「
花
ま
つ
り
」

宗
像
大
社
か
ら
鎮
国
寺
へ
稚
児
行
列
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四
月
一
・
ニ
日
（
金
・
土
）
両
日
二
付
、
一
日
か
ら
の
大
祭
が
無
事
一

に
亘
り
春
季
大
祭
が
斎
行
さ
れ
二
斎
行
さ
れ
る
様
、
祈
念
さ
れ
た
。
一

多
く
の
氏
子
崇
敬
者
で
賑
わ
い
一
心
配
さ
れ
た
雨
も
祭
典
前
に
一

を
見
せ
た
。
こ
は
上
が
っ
た
一
日
午
前
十
一
時
、
一

ま
ず
、
三
月
三
十
一
日
午
後
二
止
服
に
威
儀
を
正
し
た
葦
津
宮
こ
如
四
立
し
、
祓
舎
で
身
を
清
め
本
殿
へ
と

五
時
よ
り
総
社
地
主
祭
、
同
六
二
司
以
下
神
職
、
氏
子
奉
幣
使
‘
]
参
進
。

時
よ
り
宵
宮
祭
を
そ
れ
ぞ
れ
斎
こ
鎮
国
寺
住
職
、
主
基
地
方
風
俗
一
宮
司
が
皇
室
の
安
泰
、
国
家
鎮
護
、
五

舞
保
存
会
員
、
浦
」
穀
豊
穣
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏
上
、
そ

安
舞
奉
仕
者
、
総
二
の
後
氏
子
会
を
代
表
し
谷
川
安
喜
氏
に

代
等
が
斎
館
前
：
よ
り
奉
幣
詞
が
奏
上
さ
れ
た
。
次
い
で
、

昭
和
天
皇
即
位
大
嘗

祭
に
由
来
す
る
「
主
基

地
方
風
俗
舞
」
が
同

保
存
会
に
よ
り
奉
納
゜

更
に
十
二
単
を
身
に

纏
っ
た
玄
海
、
宗
像
両

中
学
校
の
女
子
生
徒

に
よ
り
「
浦
安
舞
」
が

優
雅
に
奉
奏
さ
れ
、
麗

ら
か
な
神
苑
に
悠
遠

な
平
安
絵
巻
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。

翌
二
日
は
、
午
後

春
季
大
祭
斎
行

「宗像大社短歌大会」のご案内
◆日時平成28年11 月 6日（日） : 〇送り先…〒811-4175 宗像市田久5-25-17
0小中高生の部… 9:30~11:00 : 「宗像大社短歌大会」実行委員会事務局 宛
0一般の部…12:00~15:40 : 「小」「中」「高」「一般」の別を朱書きのこと。

◆会場宗像大社「清明殿」（宗像市田島233 1) ~ ※事務局の電話＝090(8393)3299
◆応募方法 : ◆選者 小中高生の部＝桜川冴子 （敬称略 •50音順）
〇詠草…小中高生は1人 l 首。 ; 一般の部＝青木昭子・大野英子・桜川冴子・野田光介

一般は 1人2首まで可（未発表のもの厳守）。 : ※講演（一般の部）＝有川知津子
B4の400字詰め原稿用紙の右半分に楷書で作品（固有名詞； 題目＝「白秋の初期の詩法に学ぶ」
など難読語にはふりがなを）、左半分に郵便番号・住所（マンi ◆発表 平成28年11 月 6 日（日） 大会当日
ション名も）・氏名（ふりがな）・年齢・電話番号を明記のこと。 . 
小中高生は学校・学年も明記のこと。 ; ◆賞 小中高生の部＝宗像市長賞、他

: 一般の部＝福岡県知事賞、他

0出詠料… l首 l,000円（定額小為替何も記入しないで下さい）• | ◆主催 「宗像大社短歌大会」実行委員会
小中高生は無料。

詠草集および大会資料を大会終了後にお送りしますので、 ; ◆共催 毎日新聞社
送付用の切手82円 X2枚を作品と同封して下さい。 ; ◆後援 福岡県・福岡県教育委員会・宗像市・宗像市教育委員会・: 福津市・福津市教育委員会・宗像大社・宗像大社氏子会

:※応募によって得られた個人情報は、本大会以外のことに利用しません。

“国譴

〇締切日…一 般＝平成28年8月 31 日（水） （当日消印有効）

小中高＝平成28年9月 9 日（金） （当日消印有効）
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十
一
時
よ
り
二
日
祭
を
斎
行
。
一
午
後
二
時
か
ら
は
本
殿
に
於
i

そ
の
後
、
高
宮
、
第
二
宮
、
第
三
丁
ぃ
て
南
坊
流
花
田
社
中
に
よ
る
i

宮
、
宗
像
護
国
神
社
へ
と
各
神
二
献
茶
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
日
頃
i

職
が
参
進
し
、
そ
れ
ぞ
れ
春
季
丁
か
ら
熱
心
に
茶
道
の
指
導
を
受
i

大
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
宗
像
護
こ
り
て
い
る
巫
女
の
代
表
が
御
手
一

国
神
社
祭
で
は
福
岡
県
護
国
神
二
則
を
披
露
し
た
。

社
田
村
豊
彦
宮
司
を
は
じ
め
、
一
こ
れ
を
も
っ
て
三
十
一
日
の
i

宗
像
・
福
津
両
市
の
遺
族
が
多
云
謬
社
地
主
祭
か
ら
始
ま
る
春
季
~

数
参
列
す
る
な
か
、
護
国
の
英
丁
大
祭
は
盛
大
裡
に
滞
り
無
く
終

霊
を
お
慰
め
申
し
上
げ
る
と
共
二
J
し
た
。

に
、
氏
子
の
幸
福
と

恒
久
平
和
が
祈
念
さ

れ
た
。

祭
典
終
了
後
の
勅

使
館
で
は
み
あ
れ
祭

や
、
皇
室
へ
の
若
布
献

上
等
、
海
洋
神
事
に

お
け
る
功
労
者
に
対

し
、
当
社
よ
り
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
た
。
ま
た
、
同

刻
本
殿
に
於
い
て
は

宗
像
大
社
交
通
安
全

講
社
祭
が
斎
行
さ
れ
、

講
員
皆
様
の
今
年
一

年
の
交
通
安
全
が
祈

念
さ
れ
た
。

ヒ
馳
駐
“

谷
川
安
喜
氏
（
福
津
市
東
福
間
）

雰
孟
詰
虫
匹

l
l
―
-
西
-

【
舞
方
】
【
歌
方
】

清
水
陽
介
中
野
正
徳

森
勝
紀
中
野
久
志

松
井
徳
一
郎
吉
田
光
利

松
井
実
深
田
誠

深
田
鷹
之

E

E

 

谷
川
凜
（
玄
海
中
学
校
二
年
生
）

森
美
由
紀
（

吉
積
麻
衣
（

中
野
い
づ
み
（
宗
像
中
学
校
二
年
生
）

皿
笠
三
塁
『
＝
一
『
室
翌
』
裟
嚢
臼

八
尋
時
雄
（
宗
像
漁
業
協
向
組
合
細
崎
本
所
）

宗
岡
譲
（

濱
田
充
（
同
・
神
湊
支
所
）

永
島
一
清
（

壱
岐
元
彦
（
同
・
地
島
支
所
）

安
部
暁
昇
（
ヶ

永
島
友
宏
（
同
・
津
屋
崎
支
所
）

赤
間
勇
哉
（
ヶ

田
畑
勝
博
（
同
•
福
間
支
所
）

花
田
孝
幸
（
ヶ

三
月
二
士
二
日
、
正
式
承
認
と
な

今
年
度
最
後
と
な
る
。

る
氏
子
会
評
識
員
一
本
年
度
、
当

一

会
が
置
鮎
会
長
以
]
大
社
の
諸
行

下
六
十
五
名
出
席

l

事
・
祭
典
等
に

の
下
、
開
催
し
た
。
一
ご
奉
仕
頂
き
ま

正
式
参
拝
の
後
、
n

し
た
役
員
・
評

清
明
殿
に
て
開
会
、
一
議
員
・
総
代
の

置
鮎
会
長
を
議
長
．
皆
様
方
に
は
衷

に
春
季
大
祭
・
氏
，
心
よ
り
御
礼
を

子
奉
幣
使
の
件
、
評
講
員
・
総
二
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
引
き

代
交
代
の
件
ま
た
役
員
改
選
の
一
続
き
お
力
添
え
を
頂
き
ま
す
よ

件
が
審
議
さ
れ
た
。
特
に
役
員
i
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
選
（
会
長
・
副
会
長
・
監
事
）

の
件
で
は
、
三
年
の
任
期
を
今

年
度
で
終
え
る
に
あ
た
り
慎
重

審
議
を
頂
い
た
。
旧
宗
像
地
区
・

旧
玄
海
地
区
・
旧
福
間
地
区
・

旧
津
屋
崎
地
区
・
大
島
地
区
の

五
地
区
で
地
区
会
長
一
名
、
監

事
一
名
を
選
出
、
さ
ら
に
そ
の

な
か
よ
り
三
役
を
協
議
頂
き
、

新
役
員
が
選
定
さ
れ
た
。
尚
、

五
月
に
行
わ
れ
る
総
代
総
会
で

隆和和
道樹賢彦

（
赤
間
西
地
区
）

（
神
湊
地
区
（
新
）
）

（
勝
浦
地
区
（
新
）
）

（
上
西
郷
地
区
（
新
）
）

八花安瀧・—
尋田部口

敏善幸
清明徳男

（
河
東
地
区
）

（
田
島
地
区
）

（
大
島
地
区
）

（
若
木
台
地
区
）

山沖松瀧作
本西井口

氏
子
会
評
議
員
会

選
出
さ
れ
た
新
役
員
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皇に天績捧奏宮遥に十当 らちれ儀陛で天原御二
ーは皐をけ上司拝式時大これ御‘に下執皇市日千第
王二皇顕‘しが式場‘社れた告御出にり山のの六一
ハ神后彰建、遥をを本でに゜文拝 は行罠畝四百代
贔武両し国玉拝執設殿も合 を礼御山ゎと傍月年・
tヂ霞だ閾嬰嬰行け西午わ 奏のせ陵れ皇山三式神

`でi-"ワー：閾虐貫： : 
天霊神県が皇
皇殿武橿崩の

原 良め併年
神山県二せ祭
富陵に一ての
t—のイ丁日地儀
御儀幸力‘方·

言腐瞥晶事閾
•ゞ＿唇ち、 月鷹閾
さ同 か視て

諷f鷹 悶書皇<'"'}平序•四蜘｀；ミ橿 奈た、

---プよ

¥ 

「
宗
像
大
社
前
駐
在
所
」
新
装

当
社
に
隣
接

す
る
「
宗
像
大
社

前
駐
在
所
」
の
建

替
え
工
事
が
終

了
し
、
三
月
三
十

日
に
海
の
道
む
な

か
た
館
に
て
落

成
式
が
行
わ
れ
、

駐
在
所
の
新
た

な
歴
史
が
幕
を

開
け
た
。

新
し
い
駐
在

所
は
当
大
社
と

の
景
観
の
調
和

を
考
慮
し
、
木
目
調
で
落
ち

着
い
た
外
観
の
木
造
平
屋
造

り
。
築
三
十
六
年
た
っ
て
老

朽
化
が
進
ん
だ
た
め
、
昨
年

か
ら
建
て
替
え
を
進
め
て
い

た
。
ま
た
、
隣
接
す
る
宗
像

市
消
防
団
第

1
1分
団
の
消

防
格
納
庫
も
併
せ
て
新
し
く

建
て
替
え
ら
れ
て
い
る
。

神
武
天
皇
二
千
六
百
年

式
年
祭
遥
拝
式
を
斎
行

御造営奉賛者御芳名 （平成28年3月）（順不同・敬称略） I 

明
和
町

横
浜
市

横
浜
市

蕨
市
（
有
）
松
本
撚
糸

松
本
正

明福高杉札川芦ミ浜名豊北北弓横宗港富福福日日名千佐佐さ江甲北大今互茨宗太青一練四代港五
和津岡並幌西屋o松古田九九o浜像 士岡岡立田古代世世い東佐九阪治o木像田森Q馬Q表区°
町市市区市市町0 市屋市）、卜1 J小IO 市市区見市市市市屋田保保た区町州市市0 市市市市0 区0 取 Q 

O 市市市O 市 市区市市ま 市 O O O 締コ 0
円 円 市川円畠闘認

胄 言長［円
央

向八伊柴杉居黒諌新木成成宗金成園目矢 占和田小 角 高］
山重藤 内城澤山海村田田像住瀬川日日野部田村笠 館 原／
子 暖由 雁農子寿 美原 彦、ヨ
貴和久憲智新純乃香佑善昌寛次彩津 俊奈恵紘二三
子廣乃ー史一正子美満子天樹美美郎生枝博樹子子 嗣 郎控

中
道
直
樹

西
山
千
賀
子

三
木
重
広

福
井
修

櫻
井
賢
治

柴
村
雄

W
H
A
T
 A
 P
A
R
A
D
I
S
E
 

三
浦
知
子

三
浦
美
恵

奥
田
有
恒

鈴
木
幸
子

池吉清森平
谷川水

由
き正和実道
み男枝子生



平
成
二
十
八
年

日曜日日月

/ 

邦
四
月
三
日
、
春
季
恒
例
の
春
季
；
先
立
ち
当
大
社
神
職
日
日
J
リ

年
一
恒
例
の
剣
道
大
会
が
玄
海
中
学
校
よ
り
お
祓
い
を
受
け
、
~

平
体
育
館
に
て
行
わ
れ
、
小
学
生
か
―
一
同
宗
像
大
社
を
遥
ー

一
ら
中
学
生
ま
で
の
剣
士
た
ち
約
一
拝
し
た
。
そ
の
後
宗

[
1
0
0

名
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
履
居
合
道
同
好
会
有

ー
を
競
っ
た
。
云
‘
心
に
よ
る
模
範
演
技

i
午
前
九
時
の
開
会
式
に
は
、
参
一
が
披
露
さ
れ
、
緊
張

一
見
加
者
・
審
判
員
・
父
兄
等
多
く
竺
感
の
あ
る
演
武
者
の

A
一
人
が
体
育
館
に
集
合
し
、
大
会
に
云
汀
ま
い
に
見
学
者
も

K
A
-

―
圧
倒
さ
れ
、
緊
張
の

A
f
 

U

盃
国
持
ち
で
あ
っ
た
。

z
 

』
ー
：
試
合
が
始
ま
る

：
と
、
日
頃
稽
古
で

刊呻
霞
え
た
成
果
を
発

醗
輝
し
よ
う
と
、
声

可物
了
を
張
り
上
げ
て
相

便輝
一
手
に
挑
む
姿
が
、

三日
一
印
象
的
で
あ
っ
た
。

第月
口
体
こ
そ
ま
だ
小
さ

年租
一
い
も
の
の
、
必
死

刀
口号
二
の
形
相
で
く
ら
い

6
]

つ
く
様
子
は
一
人

3
 

6
 
第
面
の
剣
士
の
姿
で

；
あ
っ
た
。

7
 

春
季
奉
納

井
出

山
脇

に
炉

【
小
学
生
】

1

年
生

2

年
生

3

年
生

4

年
生

5

年
生

6

年
生

【
中
学
生
】

男
子

女
子

涼
雅
（
河
東
中
）

美
萌
（
城
山
中
）

中
家
妃
泉
七
（
東
郷
）

西
村
大
地
（
日
の
里
）

下
川
晃
毅
（
玄
辰
館
）

豊
田
健
成
（
自
由
ヶ
丘
）

宮
川
海
流
（
宗
像
東
部
）

右
田
良
樹
（
玄
辰
館
）

試
合
結
果
（
優
勝
）

剣
道
と
大
会

.7'1ヽ、ぺ戸・了六．｀7-‘戸ぷ岱言；皿みな声？ャー、．｀。文ボ':喝炉言示.-.. ;｀：亨”ゞ＾·,·•_j-~

4月 1 日付で、巫女三名が新たに奉職致しましたので、ご紹介致します
①名前②生年月日③出身④経歴（学歴） ⑤特技（趣昧） ⑥奉職理由

は
な
だ

①
花
田

ち
さ
と
智
里

②平成8年2月 5 日 (20歳）

③福津市津屋崎

④精華女子高等学校香蘭女子短期大学

⑤フラワーアレンジメント
⑥子供の頃から宗像大社が身近な存在であ
り馴染み深く笑顔で場の空気を明るくでき
るような巫女になりたいと思ったから。

⑦至らない点が多々あるかと思いますが、
参拝者の方が気持ちよく参拝していた
だけるように、明る＜丁寧に接し喜んで
頂ける巫女になれるよう頑張りますの

. でよろしくお願いいたします。
軍—-·.、~ - - • 

く
ま
も
と
ゆ
ず
か

①
熊
本
柚
香

②平成9年9月 8 日 (18歳）

③遠賀郡水巻町

④県立折尾高等学校

⑤中学では和太鼓をしていました。
地元の成人式の場で太鼓を披露し
ました。趣味は読書です。

⑥日本文化の中心である神社に参拝
している中で、巫女さんに憧れる
ようになったから。

⑦笑顔を忘れず、参拝される皆様が、
穏やかな気持ちになっていただけ
るよう精―杯頑張ります。
• "....プ
ヽ・ヱ――ヽ・ 、 一ー・“`でヽょ .. 

⑦抱負

-·~ ’~ ｷ • 

し
、

し
ょ
う
の
ざ
き
み
き

①
正
野
崎
美
希

②平成9年 1 2月 22 日 (18歳）

③中間市

④県立折尾高等学校

⑤お菓子作り。

⑥巫女さんという参拝者を笑顔
にできるところに魅力を感じ
たから。

⑦参拝者の方々にまた参拝した
いと思って頂けるように、明る
く笑顔を絶やさず奉仕します。
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一
宗
像
市
日
の
里
秋
吉
喜
範

こ
理
も
れ
し
庭
石
掘
り
て
撫
村
旬
碑
文
字
に
刻
む
は
梅
二
輪
の
旬

i
蕪
村
句
碑
を
彫
っ
た
作
者
。
詞
書
に
よ
り
〈
庭
石
に
彫
り
て
二
十

二
と
五
年
過
ぐ
蕪
村
の
詠
み
し
梅
二
輪
の
句
〉
と
し
た
。

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
一
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

「
鳴
弦
の
儀
」
あ
っ
大
社
だ
宗
像
だ
新
聞
写
真
切
り
と
り
て
貼
る
]
晴
れ
渡
り
福
智
の
稜
線
く
っ
き
り
と
春
の
予
感
に
染
ま
る
一
日

宗
像
大
社
が
大
好
き
な
作
者
の
、
浮
き
立
つ
よ
う
な
発
見
。
結
一
春
を
待
つ
作
者
。
一
首
の
中
に
終
止
形
が
ほ
し
い
、
上
旬
を
〈
福

一
句
は
〈
ス
ク
ラ
ッ
プ
す
る
〉
で
も
。
一
智
山
の
稜
線
く
っ
き
り
晴
れ
渡
る
〉
と
三
句
切
れ
に
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
]
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

啓
日
を
過
ぐ
る
も
余
寒
去
り
や
ま
ず
澄
み
た
る
ダ
ム
の
水
底
に
見
ゆ
二
＇
お
帰
り
」
と
教
え
る
わ
れ
の
指
先
に
イ
ン
コ
は
下
か
ら
ま
ぶ
た
を
閉
じ
る

啓
日
は
啓
蟄
の
当
て
字
か
。
余
寒
と
澄
ん
だ
水
に
季
節
感
が
あ
一
瞼
の
閉
じ
方
に
発
見
が
あ
る
歌
。
「
お
帰
り
」
と
言
葉
を
教
え
て

[
る
‘
下
の
旬
〈
ダ
ム
の
底
い
に
澄
む
水
の
見
え
〉
な
ど
と
し
て
も
。
L
い
る
の
で
、
言
葉
を
入
れ
た
い
。

宗
像
市
多
轄
早
川
祥
三
一
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

ハ
グ
さ
れ
て
泣
き
だ
す
吾
子
が
こ
わ
ご
わ
と
遠
洋
漁
師
は
怪
獣
の
髭
一
わ
が
生
家
こ
の
バ
ス
停
の
近
く
な
り
父
母
亡
く
ば
降
り
ず
に
過
ぎ
る

漁
師
の
髭
が
印
象
的
。
三
句
ま
で
語
順
を
変
え
〈
こ
わ
ご
わ
と
i
生
家
の
傍
を
通
る
バ
ス
を
降
り
ず
に
通
り
過
ぎ
る
作
者
が
哀
し

[
ハ
グ
さ
れ
し
子
が
泣
き
だ
せ
り
〉

0

i
l
'い。
四
句
〈
父
母
化
さ
ね
ば
〉
と
も
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

い
く
た
り
も
車
椅
子
の
人
バ
ス
降
り
て
歓
声
あ
げ
ぬ
雪
の
神
苑
こ
追
に
ま
で
花
鉢
並
む
る
花
舗
あ
り
て
街
の
散
歩
の
コ
ー
ス
決
ま
り
ぬ

雪
の
神
苑
の
美
し
さ
に
歓
声
を
あ
げ
る
車
椅
子
の
人
達
。
語
順
[
花
舗
の
描
写
に
色
彩
感
と
説
得
力
が
ぁ
るo
初
句
は
助
詞
が
音

一
を
〈
バ
ス
降
り
し
車
椅
子
の
人
ら
い
く
た
り
が
ー
〉
と
し
て
は
。
二
数
合
わ
せ
に
見
え
る
の
で
〈
舗
道
ま
で
〉
。

]
◆
選
者
詠

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

~
え
だ
さ
き
に
樹
液
勢
ひ
て
噴
き
し
ご
と

弥
生
入
り
三
寒
四
温
と
日
々
過
ぎ
ぬ
う
す
む
ら
さ
き
に
花
大
根
咲
く
~

繊
細
な
季
節
感
が
あ
る
歌
。
旧
暦
の
弥
生
は
今
の
四
ー
五
月
で
、
~

□
―
寒
四
温
と
は
合
わ
な
い
の
で
初
句
は
〈
三
月
を
〉
に

0

j
柚
子
に
つ
ぼ
み
の
玉
あ
ま
た
付
く

]
よ
き
名
つ
け
牡
丹
そ
だ
て
る
育
種
家
の

宗
像
市
池
田
森
龍
子
．

籠
り
ゐ
る
吾
に
は
あ
れ
ど
髪
染
め
て
春
の
朝
の
鏡
を
磨
<
]
愉
悦
お
も
へ
り
「
あ
ま
ご
ろ
も
」
の
紅

春
に
と
き
め
く
作
者
が
魅
力
的
。
下
の
句
か
ら
み
ず
み
ず
し
い
、
一

ー
女
性
ら
し
い
感
性
が
見
え
る
。

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉
~

迫
り
来
る
バ
イ
ク
の
光
ミ
ラ
ー
に
入
り
先
に
行
け
よ
と
速
度
を
落
と
す
[

夜
道
を
運
転
中
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
素
直
に
詠
ん
だ
一
首
。
結
[

句
を
〈
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
〉
と
し
て
も
。
~

口
' 宗

像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

卜
句

宗
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

み
の
む
し
の
古
巣
に
添
う
て
梅
二
輪

宗
像
市
多
膿
早
川
祥

無
意
識
の
底
に
追
わ
れ
て
い
る
野
焼

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
蓋
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

ー
汀
胴
疇
豆

益
城
町
に
て
支
援
物
資
を
配
布
し
た
際
に
か

け
ら
れ
た
言
葉
が
耳
か
ら
離
れ
な
い
。
想
像

を
絶
す
る
光
景
、
地
震
に
よ
り
家
は
潰
れ
、

今
後
の
生
活
の
目
途
な
ど
全
く
立
つ
は
ず
の

な
い
人
か
ら
、
返
さ
れ
た
言
葉
。
そ
の
時
、
「
頑

張
っ
て
下
さ
い
。
」
そ
れ
以
上
に
返
す
言
葉
は

出
て
こ
な
か
っ
た
。
同
じ
状
況
に
立
た
さ
れ

た
時
、
同
じ
言
葉
が
言
え
る
の
か
…
日
本
人

の
精
神
性
の
高
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
人
達
を
助
け
た
い
…
と
心
か
ら
感
じ
、

ま
た
、
何
も
出
来
な
い
歯
が
ゆ
さ
を
痛
感
し

た
▼
水
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
一
円
の
義
捐
金
で
も
、

何
で
も
い
い
。
今
、
何
か
し
た
い
と
い
う
思
い

を
、
形
に
し
て
届
け
て
欲
し
い
。
被
災
地
に
は

そ
の
形
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
て
、
精
一
杯
、

生
き
て
い
る
方
々
が
い
ま
し
た
。
（
鈴
）

ー·叶油U~―

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

つきなみ

1 • 15日月次祭
午前10時～高宮祭、第二宮•第三宮祭

宗像護国神社祭(1日）
午前 11 時～総社祭

浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏 (15 日）

................................................................. 

5日五月・浜宮祭
午前10時30分～

浜宮祭於＝宗像市神湊浜宮
午前11 時～

五月祭於＝宗像市江口五月宮
........................................................ 

27日沖津宮現地大祭
午前7時大島港出港

於＝沖ノ島・沖津宮
.......................... 




